


























* SA TO Tomonori : 東北大学大学院文学研究科日本語学科（日本語教育学専攻博士後期課程1年）．

















































































































c. 韓国語話者は「おいしい」の［o］の後半から日にかけて Fo値が 40Hzほども下降し
ているが，東京語話者の Fo値は逆に 4Hzほど上昇している．
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と評価すれば十I，十2, +3のいずれか，不自然になったと評価すればー1, -2, -3のいず
れかを評価シートにチェックするよう指示した．以下に評価シートの1例を挙げる．



















4 SAS: ノ｝スキャロライナ大学で開発され，現在 SAS社により維持・販売・教育がなされている統計





















































































































































-3.0 -2.5 -2.0 -1.5 -1.0 -0.5 0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 
N 韓日－，前長強 l.5469 
E ij1H-i士i強 1.4531
G. ,1,1-1－市長強 l.4219 
H ：昨日－，~j 卜2500
K 車HI－；白i之 1.2188
A ,1日一高 1.2031 
L 韓日一高強 1.0625 
D 11日－；匂長 1.0625 
J MtH …リ虫 0.0313 
B rjtl－長 0.0156
F '1 I一長強 0.0156 
C ijt 1－強 O
M 韓il－長強 -0.0156 
Q IJ'lt一強 ー0.0156
1 韓日一長 一0.0469
X 1幹．一強 -0.0469 
T IJ '1一長強 -0.1719 
p 111一長 一0.2656
W El f1,t一長 一0.4219
八A IJ j梓一長強 ー0.8125
o H ijt一向 … 1.0781 
s E:11一高強 -1.3281 
R 日1j1-;-1臼長 一l.3906
u 日中一高長強 -l.4219 
V Bf'&t－高－2.0000
z 日韓一高強 -2.0625 
AB 日韓一高長強 -2.0625 















































































































































































































































































































































































値・標準偏差を得た．表5にその数値データを挙げる． また 1要因 31項目と設定して分散分析
を行い，各音声の差を検定した．
自吉4-2. 




















































































































































































5 STAR：上越教育大学で作成された統計処理ソフト.Statistical Analysis Rescuersの略．
6 5パーセント水準： STARでは1パーセント水準の下位検定は行われない．
IJ2 世界の日本語教育
［韻律の影響力］ 中国語話者： 中日－高長強 ＞ 中一オリジナル
6.2121 - 5.2121 = 1.0* 
韓国語話者： 韓日一高長強 ＞ 韓ーオリジナル
4.5606 - 2.1970 = 2.3636* 
次に単音の影響力を，東京語話者のオリジナル音声と，外国人インブオ｝マントの韻律的要素
を入れ換えた合成音声との差をとって求めた・
［単音の影響力］ 中国語話者： 日一オリジナノレ ＞ 中日一高長強
6.7879 - 6.2121 = 0.5758* 
韓国語話者： 日ー オリジナノレ ＞ 韓日一高長強
6.7879 - 4.5606 = 2.2273* 
このようにして得られた韻律と単音の影響力を比較すると以下のようになる．
中国語話者： 韻律の影響力 1.0 > 単音の影響力 0.5758 
韓国語話者： 韻律の影響力 2.3636 > 単音の影響力 2.2273 
以上のように，中国語話者・韓国語話者ともに韻律の影響力が単音の影響力を上回るという結
果が得られた．
4-3-2. 比較 2 
次に，以下の二つの合成音声の組毎に影響力を比較した．
中国語話者の組： 日中の組の七つの合成音声，中日一高長強， 日一オリジナル













［中国語話者の組］ 0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 4.5 5.0 5.5 6.0 6.5 7.0 
0 日ーオリジナル 6.7879 
S 日r+t－強 6.2273
G 中日一高長強 6.2121 
R 日中一長 5.9242 
V E:J1j-1一長強 5.8182 
T 日中一高長 5.2576 
Q 日中一高 4.9545 
u 日中－j主強 4.8788 
W Btlt一市長強 4.6515 
［韓国語話者の組］
O El オリジナル 6.7879 
z 日韓一強 6.3182 
Y 日韓一長 5.5303 
N 韓日－j首長強 4.5606 
AC日韓一長強 4.3485 
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